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【議題（２）】【諮問事項】第11次豊山町高齢者福祉計画・第10次豊山町介護保

険事業計画の策定について③ 

 

１ 諮問要旨 

介護保険制度は、2000年の施行から25年が経過し、「介護は社会全体で支えるもの」という理

念のもと、全国の自治体で様々な取り組みが進められてきた。一方で、少子高齢化の進展や介護

人材の不足、介護給付費の増加といった課題が顕在化し、制度の持続可能性が問われる状況とな

っている。 

豊山町においても、特に85歳以上の高齢者人口が増加傾向にある中、要介護認定者の重度化や

施設サービスの利用割合の高さなど、介護費の上昇につながる要因が見られる。あわせて、将来

的に団塊ジュニア世代が高齢期を迎えることから、介護予防や健康づくりの施策を早期から推進

する必要がある。 

また、在宅介護を支える家族の支援、認知症への対応、地域での支え合い体制の構築など、多

方面にわたる施策の充実が求められており、本町の高齢者施策の今後の方向性を定める重要な時

期を迎えている。 

ついては、令和９年度から令和11年度までを計画期間とする「第11次高齢者福祉計画」及び

「第10期介護保険事業計画」の策定にあたり、豊山町の高齢者が住み慣れた地域で安心して暮ら

し続けられるよう、地域の実情を踏まえた施策の方向性について、諮問する。 

 

２ 計画の位置付け 

・各市町村は、老人福祉法第20条の８の規定に基づく高齢者福祉計画及び介護保険法第117条の

規定に基づく介護保険事業計画を策定しなければならない。 

・現行の第９次豊山町介護保険事業計画は令和８年度で終了するため、令和９年度からの新た

な計画を令和７年度及び令和８年度の２か年で策定する。 

・老人福祉法第20条の８に基づく高齢者福祉計画は介護保険事業計画と一体のものとして作成

する必要がある。 

 

３ 計画期間（３年計画） 

・現計画：令和６年度から令和８年度までの３年間 

 ・新計画：令和９年度から令和11年度までの３年間 
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４ 計画の性格 

・高齢者福祉計画 

すべての高齢者が生きがいを持ち、住み慣れた地域において安らぎのある生活を営むことが

できるような社会を目指し、高齢者に対する福祉の目標等を定めるもの。 

・介護保険事業計画 

  計画期間の各年度のサービスごとの利用量の見込みや、介護保険サービスの円滑な提供を図

るための事業等について定めるとともに、保険料を算定するための基礎にもなるもの。 

 

５ 次期計画への課題 

前期高齢者（65歳～74歳）の人口は減少しているものの、後期高齢者（75歳以上）と要介護認

定者は増加している。さらには、令和４年度に実施したアンケート調査において健康状態が悪い

と回答した高齢者が多くを占めた。介護保険料の抑制には、健康増進が重要となるとともに、人

口割合の多い団塊ジュニア世代が高齢者になる2040年問題も見据えた取組が必要になる。 
 

資料１ 認定者及び高齢者等の推移 
 

項目 
第7次（H30-R2） 
R3.3.31時点 

第8次（R3-R5） 
R6.3.31時点 

第9次（R6-R8） 
R7.7.1時点 

要支援・要介護認定者 
581人 

 

629人 

（+48人） 

651人 

（+22人） 

前期高
齢者 65歳以上～75歳未満 

1,729人 

 

1,437人 

（△292人） 

1,373人 

（△64人） 

後期高
齢者 

75歳以上～85歳未満 
1,411人 

 

1,562人 

（+151人） 

1,595人 

（+33人） 

85歳以上 
393人 

 

481人 

（+88人） 

536人 

（+55人） 

高齢者（65歳以上） 
3,533人 

 

3,480人 

（△53人） 

3,504人 

（+24人） 

健康状態が悪い高齢者の割合 
18.2％ 

 

22.2％ 

（+4.0％） 
－ 
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資料２ 人口の年齢分布（団塊ジュニア世代(令和6年時点では50歳～53歳)周辺の人口が多い) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

６ 豊山町の特徴と基本的な考え方 

 

 

 

 

 

７ アンケート調査 

（１）アンケート調査種類 ※以下の３種類を実施 

Ａ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

  ・地域の抱える課題を特定（地域診断）するための基礎資料とするための調査 

 

Ｂ 在宅介護実態調査 

・在宅生活の継続と介護者の就労継続の実現に向けた介護サービスの在り方を検討するため 

の基礎資料とするための調査 

 

Ｃ 居宅介護支援事業所調査（新規） 

 ・居宅介護支援事業所の視点から見た在宅介護における課題等を把握する目的で実施する調 

  査（本町は全国・愛知県平均と比較し、総給付費に対する施設サービスの割合が高く、在 

宅介護の限界点が低いという背景がある。） 

   

 

 

 

後期高齢者が増加 

５０歳前後の団塊 

ジュニアの世代が多い 

特
徴 

基
本
的
な
考
え
方 

介護が必要になる 

年齢を遅らせる 

健康な人を増やす 

R6.10.1時点 

 



資料３ 

4 

各調査の調査対象等 

区分 
介護予防・日常生活圏域ニ

ーズ調査 
在宅介護実態調査 在宅生活改善調査 

調査地域 豊山町全域 

対象 

豊山町在住の 

65歳以上で 

在宅生活している人 

（要介護認定を受けてい

る人を除く） 

豊山町在住の 

要介護認定を 

受けている人 

豊山町民の利用の

ある居宅介護支援事

業所 

配布数 600件 292件 18件 

抽出方法 無作為抽出 悉皆調査 悉皆調査 

調査期間 令和７年12月 令和７年12月 令和７年12月 

調査方法 郵送による配布・回収、インターネットによる回答 

回収数 453件 172件 10件 

有効回収数 453件 170件 10件 

有効回収率 75.5％ 58.2％ 55.6％ 

（参考） 

Ｒ４年度 

回収率 

 78.8％  70.9％ 新規 

 

（２）アンケート調査結果（ニーズ調査） ※他調査結果は次回審議会にて報告 

 

 ①回答者の基礎的情報（別添「回答者基礎情報（ニーズ調査）（第１回審議会用）」参照） 

 

 ②分析結果（別添「分析結果（ニーズ調査）（第１回審議会用）」参照） 

 

 

 

 

 

 



資料３ 

5 

８ スケジュール（予定） 

令和７年度 

８月：第１回審議会 実績報告、計画策定の諮問 

１０月：第２回審議会 アンケート調査内容について 

  １２月：アンケート調査実施 

令和８年度 

８月：第１回審議会 町の現状と課題（アンケート調査結果報告） 

１０月：第２回審議会 計画の骨子、高齢者福祉施策、介護保険サービス量 

１２月：第３回審議会 計画案、介護保険料 

  １月：パブリックコメント実施 

２月：第４回審議会 計画案の最終確認・答申 

    ３月：計画書完成 

 


